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２大政党下の総選挙

が迫る中、突然、最大

野党党首の秘書が政治

資金規正法違反で逮捕

起訴された。一方、与党議員の中にも違法献

金問題が生じている。

同法は、政治とカネの不祥事のたびに強化

されてきた。国会議員関係政治団体は、平成

２１年分の収支報告を提出するときは、あらか

じめ、収支報告書、会計帳簿、領収書等につ

いて、登録政治資金監査人による監査が義務

付けられた。様々な批判のあった事務所費等

の支出についての監査を行い、その結果作成

される政治資金監査報告書を収支報告書に添

付して提出することになった。

登録政治資金監査人には、政治資金適正化

委員会に登録した税理士、弁護士、公認会計

士が就任することができる。政治資金規正法

改正の原案では、弁護士、公認会計士が資格

者であった。しかし、税政連が陳情活動を行

った結果、税理士もこれに加えられた。税政

連の活動が実を結び、新たな職域が生まれた

のである。全国の登録政治資金監査人の約７

割が税理士である。対象となる国会議員関係

団体は５，０００程度と推測され、その多くが税理

士である登録政治資金監査人が関与すると思

われる。

税理士会は政治資金収支報告の適正の確保

という社会公共的使命を担うことを自ら選択

した。国民から評価される制度にするために

自覚と責任が求められている。

第１７１号
平成２１年５月１０日

こいのぼり（朝来市和田山） 撮影：豊能支部 井関孝之

焦焦 点点
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後援会の窓～ここに人あり…………………………………………１３

「税理士党」の理解を�
税理士に有償無償を問わず業務の独占権が認められているのは、税理士法第１条の社会公共的
使命に由来する。また、不動産鑑定士を除く他士業と同様に、税理士の資質の向上、規律保持の
確保に必要不可欠な登録即入会制度がとられている。税理士制度の二本柱である無償独占制度と
強制入会制について、規制改革会議はかねてより否定し続けている。
池田日税連会長が、就任直後に制度部に対して、社会から信頼される税理士制度を構築するた
め法改正へ向けて諮問をしたことを受けて、本年３月末に制度部は「税理士法改正要望項目」の
タタキ台を作成した。平成１３年改正の積み残しの検討と平成１９年６月の「税理士制度に関する意
見―来るべき税理士法改正に向けての提言―」を基に検討を行い、また、各税理士会制度部から
意見を収集し、取りまとめたものである。なお、制度部での議論はどうしても理想を求めること
に重点が置かれる傾向にあり、法改正の実現に向けては、政治のプロパーである税政連に委ねら
れているのである。
平成２１年度には、無償独占はもとより有償独占も含め、業務独占の撤廃を規制改革会議が求め
てくる気配であり、前途は厳しい。しかし幸いにも、与党の有力議員から、「規制改革は全てが正
しいとは言えない。内閣府直結の規制改革会議という組織の在り方を検討すべきだ」などの意見
が出され、我々にとって若干のフォローの風が吹き始めている。この機を捉え、税政連の果たす
べき役割は重要であると考える。
自民党、公明党、民主党の各党において、税理士会、税理士制度に対して認識・理解のある多
くの議員が推進議員連盟・懇話会を結成しており、日税政は日税連とともにその総会等に出席し
て、その都度、税制建議等の説明をし、政治活動を行っている。与野党を問わずこのような活動
をしているのであり、税政連は特定の政党を支持・応援するものではない。
近畿税理士政治連盟規約の第３条に、「本連盟は近畿税理士会の方針に副い税理士の社会的、経
済的地位の向上を図るとともに、納税者のための民主的税理士制度及び租税制度並びに税務行政
を確立するため、必要な政治活動を行うことを目的とする」と定められているとおりである。す
なわち近税政は、政治活動を行うことができない近税会と表裏一体となって政治活動を行ってい
るのであり、税理士制度を理解し、これらの趣意に賛同する「税理士党」の議員等を後援・推薦・
支持しているのである。
近税政の財政状態は決して豊かではなく、会費納入率の向上に努めているのが現状である。税
理士制度の恩恵を近税会員全員が等しく受けているのに、税理士制度を守るためのコストの負担
を忌避する会員が存在することは残念なことである。近税政が「税理士党」の議員等を後援等して
いることを、一部の会員が理解しない、もしくは誤解していることが原因のひとつと思われる。
国会議員等政治家に対する活動と同様、会員に対する啓蒙、広報活動を強力に行い、会員を目
覚めさせることが大事である。近税政の目的達成のためには、対外的な活動は当然にして重要で
はあるが、対内的な活動についても、本部・支部が一体となり、また近税会と連携して、真剣に
検討する必要があると考える。 （Ｙ・Ｍ）

焦点………………………１
かんさいすずめ…………１４
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（2） 第 １７１ 号 近 畿 税 政 連 平成２１年（２００９年）５月１０日
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平成２０年分の所得税確定申告において、近畿

税理士会では、納税義務の適正な実現を図るこ

とを目的とする税理士の立場及び税理士業務の

社会公共性・独占性に鑑み、各支部において税

務相談会場を、また税理士会館ではコールセン

ターを運営し、税務支援、税務指導などの施策

が実施された。

当連盟では、税理士会が行っている社会貢献

事業である税務支援について理解を得るため、

関係国会議員等に税務相談会場の実情視察方を

要請したところ、３９名の国会議員等（秘書を含

む）が７１の相談会場を視察した。

視察では、税理士による国会議員等後援会役

員、支部及び支部連役員、本部役員が議員等を

案内するとともに、近税会支部役員の協力を得

て、税務支援の抱える問題点や、無料相談の意

義について説明を行った。また、相談に訪れた

納税者と直接対話する機会もあり、中小事業者

をはじめとする納税者の実情について理解を深

めていただいた。

視察を行った国会議員等からは、税理士が地

域の中小事業者をはじめとする納税者に対し、

長年にわたり税務支援を行っていることに謝意

が表され、申告納税制度の維持発展のために税

理士が果たしている役割は多大であるとの認識

を新たにされることになった。

視察後はそれぞれ国会議員等との懇談会を実

施し、平成２１年度税制改正において実現した項

目について御礼申し上げ、積み残し部分の陳情

を行うとともに、登録政治資金監査人の選任な

ど税理士の活用について要望を行った。

平成２０年分「所得税確定申告期における税務相談会場」の視察実施状況
院 視察議員 政党 選挙区 日 時 会 場
衆 中馬弘毅 自民 大阪１区 ２月２３日（月） 西納税協会、生野納税協会、浪速納税協会
衆 川条志嘉 自民 大阪２区 ２月２３日（月） 東住吉納税協会、阿倍野産業会館
衆 中山泰秀 自民 大阪４区 ２月２３日（月） 東成納税協会、大淀納税協会、広域申告センターＪＲ北新地駅前会場
衆 谷口隆義 公明 大阪５区 ２月２５日（水） ＪＡ東淀川支店、西淀川納税協会、此花区役所
衆 大塚高司 自民 大阪８区 ２月２３日（月） 豊中市民会館、千里朝日阪急ビル４階Ａ＆Ｈホール
衆 原田憲治 自民 大阪９区 ２月１６日（月） 箕面文化交流センター、茨木市役所南館

衆 松浪健太 自民 大阪１０区
２月２日（月） 高槻総合センター
２月１６日（月） 高槻市現代劇場

衆 平野博文 民主 大阪１１区 ２月２３日（月） 交野市役所別館無料相談Ａ会場
衆 北川知克 自民 大阪１２区 ３月２日（月） 寝屋川市民会館、萱島自治会館
衆 西野あきら 自民 大阪１３区 ２月１６日（月） 東大阪納税協会
衆 竹本直一 自民 大阪１５区 ３月２日（月） 大阪狭山市商工会館
衆 北側一雄 公明 大阪１６区 ２月１６日（月） 堺商工会議所
衆 中山太郎 自民 大阪１８区 ３月９日（月） テクスピア大阪（泉大津）
衆 伊吹文明 自民 京都１区 ２月２３日（月） 西陣織会館、中京納税協会、下京納税協会

衆 前原誠司 民主 京都２区 ２月１６日（月） 京都信用金庫修学院支店、ＪＡ京都中央岩倉支店、京都銀行下鴨支店、左京納税
協会、京都東部文化会館

衆
関 芳弘秘書
面野功ほか 自民 兵庫３区

２月９日（月） 神戸市立水産会館集会ホール

関 芳弘 ２月１６日（月） 神戸市立水産会館集会ホール

衆
井上喜一秘書
西川健太郎 自民 兵庫４区 ２月１７日（火） 加西商工会議所

井上喜一 ３月５日（木） 明石産業交流センター
衆 西村康稔 自民 兵庫９区 ３月９日（月） 明石納税協会
衆 渡海紀三朗 自民 兵庫１０区 ３月２日（月） 加古川納税協会
衆 河本三郎 自民 兵庫１２区 ３月９日（月） たつの市商工会新宮支所、太子町商工会
衆 上野賢一郎 自民 滋賀１区 ２月２０日（金） 大津市北部地域文化センター
衆 柳本卓治 自民 比例近畿 ２月２３日（月） 西成納税協会、近税会住吉支部・会議室、大正区役所
衆 松浪健四郎 自民 比例近畿 ２月１６日（月） 泉南イオン（イオンホール）
衆 清水鴻一郎 自民 比例近畿 ２月１６日（月） 三菱東京ＵＦＪ銀行伏見支店
衆 松本剛明 民主 比例近畿 ２月２６日（木） 網干市民センター、姫路市民会館

参 滝 実 無所属 比例近畿 ２月１９日（木） 生駒コミュニティセンター、川原城会館、奈良県立図書情報館
２月２４日（火） 大和郡山市商工会館

参 尾立源幸 民主 大阪府 ２月１６日（月） 西納税協会、近畿税理士会館３階コールセンター
参 北川イッセイ 自民 大阪府 ３月２日（月） 天王寺納税協会
参 梅村聡 民主 大阪府 ３月１６日（月） 近畿税理士会館３階コールセンター
参 谷川秀善 自民 大阪府 ２月１６日（月） 西納税協会
参 福山哲郎 民主 京都府 ２月１６日（月） 広域還付申告センター四条烏丸
参 二之湯智 自民 京都府 ２月２０日（金） 洛西支所、京都市北文化会館
参 松井孝治 民主 京都府 ２月１７日（火） 中京納税協会、広域還付申告センター四条烏丸
参 西田昌司 自民 京都府 ２月１６日（月） 三菱東京ＵＦＪ銀行伏見支店、下京区役所
参 末松信介 自民 兵庫県 ２月１６日（月） ミント神戸

参 鴻池祥肇秘書
菊川義浩 自民 兵庫県 ２月２４日（火） 尼崎商工会議所

参 石井 一秘書
石井健一郎 民主 比例代表 ３月９日（月） 灘納税協会

非 中野寛成 民主 非現職 ２月２４日（火） 豊中市民会館、千里朝日阪急ビル４階Ａ＆Ｈホール

非 左藤 章 無所属 非現職
３月５日（木） 阿倍野産業会館
３月６日（金） 東住吉納税協会、平野区役所加美張所

国国会会議議員員等等にによよるる確確申申期期税税務務相相談談会会場場のの視視察察

平成２１年（２００９年）５月１０日 近 畿 税 政 連 第 １７１ 号 （3）
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中馬弘毅議員（中央）

大塚高司議員（中央）

平野博文議員

竹本直一議員（前列右から２人目）

中山泰秀議員（中央）

原田憲治議員（左）

北川知克議員（左）

北側一雄議員（左）

谷口隆義議員

松浪健太議員

西野あきら議員（左）

中山太郎議員（左）

国会議員等による確定申告期

（4） 第 １７１ 号 近 畿 税 政 連 平成２１年（２００９年）５月１０日



������������������������������������������
������������������������������������������
������������������������������������������
������������������������������������������
������������������������������������������

伊吹文明議員（右から２人目）

井上喜一議員（右）

河本三郎議員

松浪健四郎議員

前原誠司議員

西村康稔議員

上野賢一郎議員（左）

清水鴻一郎議員（左） 松本剛明議員

関芳弘議員（中央）

渡海紀三朗議員（中央）

柳本卓治議員

における税務相談会場の視察

平成２１年（２００９年）５月１０日 近 畿 税 政 連 第 １７１ 号 （5）
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二之湯智議員（中央）

末松信介議員（右）

滝実議員（右から２人目）

梅村聡議員（中央）

中野寛成前議員（中央）

尾立源幸議員（左）

谷川秀善議員（左から２人目）

松井孝治議員（左）

北川イッセイ議員（中央）

福山哲郎議員（中央）

西田昌司議員（中央）

左藤章前議員

（6） 第 １７１ 号 近 畿 税 政 連 平成２１年（２００９年）５月１０日



とかしきなおみ後援会
設立総会

税理士によるとかしきなおみ後援会の設立総

会が、平成２１年１月３１日、新大阪江坂東急イン

において開催された。

とかしきなおみ衆議院議員

来賓として、津島雄二衆議院議員、大塚高司

衆議院議員、原田憲治衆議院議員、山中久徳吹

田市副市長、井上哲也大阪府議会議員、阿部賞

久大阪府議会議員、柴田仁とかしきなおみ後援

会会長、南出力利近税政会長、平山直樹近税政

吹田支部長の出席があった。

開会宣言の後、津島雄二衆議院議員の記念講

演が催され、平成２１年度税制改正大綱を基に自

民党税制調査会会長の立場から、税務行政の今

後の行方や消費税率改正を含めた税制の在り方

等について講演があった。

続いて後援会の設立総会が開かれ、発起人代

表の東秀夫会員により設立趣意書の朗読と説明

がなされた後、議長に吉川武男会員が選出され

議事に入った。

第１号議案（後援会規約承認の件）、第２号

議案（役員選任の件）、第３号議案（平成２１年

度第一期事業計画承認の件）の説明が金子薫会

員からあり、いずれも賛成多数で可決承認され

た。

議事終了の後、東秀夫後援会会長の就任挨拶

があった。続いて、とかしきなおみ衆議院議員

から「税理士の先生方に後援会を作っていただ

き大変嬉しく思っています。税制の課題につい

て先生方と国会の橋渡しの役割を担い頑張って

いきます」と決意表明があり、玉井敬尚後援会

副幹事長から閉会の挨拶があった。

総会の後開催された懇親会では、杉山孝一後

援会副会長の開会の挨拶、来賓の祝辞、祝電の

紹介があり、終始和やかな雰囲気のなか終了し

た。 （井関孝之）

前原誠司後援会
定期総会

税理士による前原誠司後援会第５回総会兼国

政報告会が、平成２０年１２月１５日、ハイアットリ

ージェンシー京都において開催された。

前原誠司衆議院議員

来賓として、近税政より大村惠美子副会長、

九鬼郁雄副幹事長、近税政京都府支部連より北

村善和会長、奥村和義幹事長が出席した。

北村光一郎後援会事務局長の司会で開会し、

支援後援会の認定に向けた後援会の名簿整理を

行った経緯を説明した後、収支報告を行った。

次に林伸三郎後援会幹事長より、会費の制定

に伴う会則の変更及び役員の任期満了による改

選の議案が提出され、いずれも賛成多数により

承認可決された。

続いて村中平治後援会会長より、「後援会の

先生方には泰然自若として臨戦態勢をとってほ

しい。前原先生には後援会に全幅の信頼をおい

後後後後後後後後後後後後後援援援援援援援援援援援援援会会会会会会会会会会会会会ニニニニニニニニニニニニニュュュュュュュュュュュュューーーーーーーーーーーーーススススススススススススス
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ていただいており、また税制改正についても真

剣に取り組んでいただいている。選挙の際には

沈着に対応して前原先生の応援をしたい」と挨

拶があった。

引き続いて、大村副会長より「前原先生は財

政、税制問題に精通されており、これからの日

本国を背負って立つ有望な国会議員である。税

理士会の要望実現のために、全力で支援活動を

展開していく」と挨拶があり、北村支部連会長

から「現実的で公平で合理的な税制のため議論

していただきたい」と挨拶があった。

そして、いよいよ前原議員が登壇し、国政報

告を行った。まず世界各国の経済指標をご用意

され、「世界は今、１００年に一度の大不況に突入

しかかっている。日本においても金融機関によ

る貸し剥し、貸し渋りが行われている。政治は

今こそ、借金をしてでも景気対策を行う必要が

ある。特に日本の弱いところ、すなわち医療・

介護の人手不足、地方産業の人材不足解消に重

点的にお金を使うことによって、世界経済が平

穏を取り戻したときに日本の競争力は上がる。

今後の政局について、日本のためにどういった

政策をとったらよいか、腰を据えて頑張らせて

いただく」と力強い言葉で挨拶をされた。

総会後には懇親会が行われ、奥村支部連幹事

長の挨拶の後、前原議員は全てのテーブルを回

り、会員一人ひとりと話を交わし、林幹事長の

閉会の挨拶をもって、盛会の内に終了した。

（吉田和之）

谷口隆義後援会
定期総会

税理士による谷口隆義後援会の第１３回定期総

会が、平成２１年１月１６日午後５時よりメルパル

ク大阪において、４３名の参加で開催された。

来賓として谷口隆義衆議院議員、谷口裕子議

員夫人、池田隼啓日税連会長、南出力利近税政

会長、井戸本�次近税政幹事長、中山寿光近税

政大阪府第２支部連会長、及び新田博之中山泰

秀後援会会長の出席があった。

谷口隆義衆議院議員（右）

小泉丹二後援会副会長の開会の言葉に続い

て、赤堀精一後援会会長が「いよいよ、という

感のあるご時勢。運動方針として、谷口隆義先

生が税理士業界並びに中小企業界のために活躍

されることを支持し激励することを掲げ、選挙

に際しては我々の真の代表として谷口隆義先生

を国会に送り出す万全の支援を行いたい」と挨

拶した。

次に、入江壽夫後援会副会長が議長に選出さ

れ、議事に入り、第１号議案から第５号議案ま

で全て原案どおり承認可決された。

続いて、福長俊之後援会副会長より谷口議員

に陳情が行われ、平成２１年度税制改正に関する

要望が手渡された。

その後、谷口議員が登壇。「税制改正では与党

税制協議会のメンバーとして参加し、欠損金の

繰戻し還付、中小企業の法人税率引下げ、住宅

ローン控除の拡充など不況対策としての減税に

努め、特殊支配同族会社の役員給与の損金不算

入制度廃止へ努力した。消費税増税は、高齢化

社会を迎えつつあるが景気回復しない限り増税

させない。景気対策については、第２次補正予

算で、資金繰り対策、緊急雇用対策の拡充に努

めた。さらに国際関係ではアジアを念頭に入れ

て日本がリーダーシップを取る。これからは日

本の時代と言われている。特に日・中・韓で国

際協調し、アジア各国との連携を深め、経済対

策を進めたい」と多岐にわたり熱く語られた。

池田隼啓日税連会長、南出力利近税政会長の

来賓祝辞に続き、宮口定雄近税会会長の祝電な
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どが披露された。

最後に大西賢藏相談役から閉会の挨拶があ

り、盛会のうちに総会は閉会した。

本総会の後開催された懇親会では谷口議員ご

夫妻が各テーブルを回られ、盛会のうちに終了

した。 （砂邊信男）

高市早苗後援会
新春激励会

日 時 平成２１年１月２４日（土）

開催場所 奈良ロイヤルホテル

来 賓

高市 早苗 経済産業副大臣

大村惠美子 近畿税理士政治連盟副会長

天野香鶴子 近畿税理士政治連盟副幹事長

東口 哲夫 近畿税理士政治連盟奈良県支部

連会長

大西 晃 近畿税理士会奈良県支部連会長

高市早苗衆議院議員

税理士による高市早苗後援会新春激励会が開

催された。景山良一会員の司会で開会され、武

野勝文会長が「経済状況は厳しく、雇用情勢も

一層悪化している中、高市早苗経済産業副大臣

には、現在、直接日本の政治に関わっていただ

いており、今日はこれからの日本経済の方向性、

政府が目指す政策をお聞きできると思います」

と挨拶。

続いて、高市早苗副大臣の講演が始まった。

「これからの日本は攻めの産業政策が必要な時

期であり、落ちこむ日本経済を回復できなけれ

ばいけないのであり、必ず景気を立ち直らせる。

現在、雇用情勢が厳しく、地域によりミスマッ

チがあり、全省庁間で情報をすぐに検索でき、

職業支援、資格取得ができるよう改善している。

また新たな雇用を生み出す予算措置を予定して

いる。例えば、リサイクル再生事業・耐震強化

工事施設の拡大・太陽光発電技術の輸出・電気

自動車の普及、充電施設の助成金などがある」

と話をされた。

さらに来賓の天野近税政副幹事長が「高市副

大臣は、一生懸命、中小企業のことに気を使っ

ていただいているのを感じた。これからは税の

専門家として、消費税の増税の時の複数税率・

非課税枠等の問題点を考えておかなくてはなら

ない」と挨拶した。

最後に東口支部連会長の閉会挨拶で、新春激

励会を終わった。 （黒田有紀）

上野賢一郎後援会
定期大会

日 時 平成２１年１月３０日

開催場所 琵琶湖ホテル

来 賓

上野賢一郎 衆議院議員

村木 眞志 近畿税理士政治連盟副幹事長

鈴木 康夫 近畿税理士政治連盟滋賀県支部

連会長

上野賢一郎衆議院議員

税理士による上野賢一郎後援会定期大会・国

政報告会が開催された。織戸英信後援会幹事長

の司会により開会が宣せられ、久保直己後援会

会長から「上野議員は若くて行動力があり、日
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ごろ、我々税理士会のために尽力して下さって

いることに感謝したい。上野議員は自民党の税

制調査会の幹事であり、税理士会の求めていた

改正要望を何項目か実現できたことにも感謝し

たい。今年確実に行われる衆議院選挙には、万

全の体勢を組んでいきたい。具体的には、味の

ある電話戦術、税理士が税理士だけでなく票に

つながる活動を展開し、必ず国政に送り出さな

ければならない」と力強い挨拶があった。

続いて議案審議に入り、後援会の会費徴収の

規約改正を含む全ての議案が、慎重審議の結果、

満場一致で承認可決した。次いで村木副幹事長

と鈴木支部連会長から来賓の挨拶があった。

上野議員から国政報告会で「税理士会からの

税制改正要望については、中小企業庁や国土交

通省、経済産業省などと連携して幅広く運動を

展開された方が、より実現可能性が高い。財務

省だけに頼っていては難しいのではないか。消

費税の引き上げについては、景気が悪い時期に

増税はなく、景気が回復しない限り上げること

はない。議員定数については、定数を減らして

一院制が望ましいと考える。衆議院の選挙につ

いては春であれば連休明け、秋になると９月の

任期いっぱいになるだろう」との報告があった。

懇親会では終始和やかな雰囲気に包まれ、盛

会裏に終了した。 （村木眞志）

清水こういちろう後援会
定期総会

税理士による清水こういちろう後援会定期総

会が、平成２１年１月３０日にホテル日航プリンセ

ス京都において開催された。

来賓として、近畿税理士政治連盟から南出力

利会長、原綱宗総務会長、井戸本�次幹事長、

九鬼郁雄副幹事長、近畿税理士政治連盟京都府

支部連合会から北村善和会長、奥村和義幹事長

が出席した。

田中明幹事長の司会により開会し、市川仁三

後援会会長から、日ごろの後援会活動への感謝

と今後のより一層の協力をお願いする挨拶があ

った。

清水鴻一郎衆議院議員

次いで総会に入り、田中英文会員を議長に選

任し、平成２０年度活動報告及び会計報告と後援

会規約の一部改正と平成２１年度活動方針及び収

支予算（案）が満場一致で承認された。

南出近税政会長が、税理士会の意向に沿った

改正を進めてくれている清水こういちろう議員

に対する感謝の気持ちを述べ、「税理士制度を守

るためにも清水先生を国政に送らなければなら

ない」と挨拶した。

井戸本近税政幹事長は、税制の重要性と年金

・介護・医療のさらなる議論の必要性を説き、

「我々税理士のためだけでなく、生活者たる国

民のためにも全力で支援したい」と挨拶した。

北村支部連会長は「まだまだ要求が実現して

いない事もある。清水先生に国政で活躍しても

らうためにはみんなの支援が必要である」と訴

えた。

続いて清水こういちろう議員が、医療・介護

と子育て支援と税制の三本柱でがんばっていき

たいとの抱負を語られ、税理士会の会合にでき

る限り出席し、それを国政に持っていきたい、

と力強い言葉で挨拶された。

最後に、谷久夫副会長の閉会の辞をもって終

了した。

懇親会では、林光伸副会長の挨拶の後、奥村

和義支部連幹事長の乾杯の発声で開宴した。清

水こういちろう議員が各テーブルを回り、参加

した役員、会員と親しく歓談され、最後に西村

進副会長の締めの挨拶で終了した。（笹井雅広）
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奥野しんすけ後援会
定期大会

日 時 平成２１年２月１４日（土）

開催場所 橿原観光ホテル

来 賓

奥野しんすけ 衆議院議員

大村惠美子 近畿税理士政治連盟副会長

東口 哲夫 近畿税理士政治連盟奈良県支部

連会長

奥野信亮衆議院議員（左）

税理士による奥野しんすけ後援会定期大会が

開催された。米田昌弘幹事長の司会で開会し、

はじめに辻井賢博会長が「今後も奥野しんすけ

後援会の活性化のためにご協力をお願いした

い」と挨拶し、来賓の東口支部連会長が「税理

士制度を守るため、一人でも多くの国会議員を

送っていきたい。奈良県支部連合会の広報紙を

発行しているので、見ていただきたい」と挨拶。

定期大会は全議案可決承認され、続いて意見

交換会に入り、後藤茂實副会長の乾杯のあと、

奥野しんすけ議員の講演が始まった。「麻生総理

が右に左に揺れると麻生おろしがあるかもしれ

ないし、任期満了選挙になるかもしれない。定

額給付金には賛成であり、地方経済が疲弊して

いるので、給付金はその地域で使用してもらい

たい。消費税の税率を上げる前に、税金の使途

の明瞭化、官僚の天下りの廃絶、国会議員を含

む公務員の定数削減など、やることがいっぱい

ある」と述べた。

来賓の大村近税政副会長が「経済界ご出身で、

税制等にご理解いただいている奥野議員に期待

している。国政の場でご活躍をお願いしたい。

今後も積極的な後援会活動をお願いしたい」と

挨拶した。

最後に近藤洋副会長の閉会挨拶で終わった。

（黒田有紀）

松本たけあき後援会
定期大会

税理士による松本たけあき後援会第１０回定期

大会が、２月１４日、姫路市内の森冨において開

催された。

前田俊明後援会会長

前田俊明後援会会長の挨拶の後、粟田秀昭会

員が議長に選出され、議事に入った。橋本敬司

幹事長より平成２０年度事業報告、長久文彦会計

より平成２０年度決算報告がそれぞれなされ、岡

本幸雄監事より監査報告がなされた。次いで、

平成２１年度事業計画・予算案に関する趣旨説明

がなされ、それぞれ承認された。

選挙支援活動として、来る総選挙では、松本

たけあき議員の「圧倒的圧勝」を目指し、税理士

会員の協力を獲得するとの方針が確認された。

次いで、前田会長より後援会規約改正の提案

がなされた。運営経費について会費、寄付金及び

その他の収入を用いる件、会費の金額について

役員会で定める件の説明がなされ、了承された。

これらは近税政が定める支援後援会の条件に適

合するための措置であるとの説明がなされた。

松本議員の代理として出席した寺谷秘書から

「もの作りに代表される日本の強みを活かして、
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地球温暖化対策など時代の最先端を駆けるとと

もに、安心して暮らせる社会を再生します。そ

のために政権交代を実現させ、税金の無駄遣い

をはじめ長期政権の問題を大掃除し、経済・産

業の面で次世代に花開く芽を育む政策を展開推

進するとともに、社会保障、雇用、教育子育て

支援などについて、生活第一の政策を推進しま

す」と松本議員のメッセージが代読された。

次いで、澤田千博兵庫県第４支部連会長より

「１００年に一度の経済悪化と言われるが、我が日

本は６５年前、焼け野原であったところから経済

復興したことを思えば、その底力はこれから発

揮されると考えている。一方、日本の政治状況

は混沌としているが、その中にあって、松本た

けあき議員にはリーダーシップを発揮していた

だきたい。そのためにも引き続き、国会へ送り

出すことを目標に努力したい」との挨拶があり、

総会は円滑に終了した。 （星川啓明）

滝実後援会
定期大会

日 時 平成２１年３月２９日（土）

開催場所 春日野荘

来 賓

滝 実 衆議院議員

大村惠美子 近畿税理士政治連盟副会長

東口 哲夫 近畿税理士政治連盟奈良県支部

連会長

税理士による滝実後援会定期大会・国政報告

会が開催された。安村量平幹事長の司会で開会

され、はじめに中永敏夫会長が「税理士のため

に、滝実議員には頑張っていただいている。後

援会の皆様に応援をお願いする」と挨拶。

滝実衆議院議員（左）

定期大会で全議案が可決承認された後、国政

報告会に入り、滝実議員の講演が始まった。「現

在、補正予算の内容の評価で解散すると考えら

れている。問題は補正予算の財源であり、昨年

度の当初予算が確保できないと赤字国債が追加

される。失業者（雇用）対策の遅れが問題で、

雇用調整助成金を増やさなくてはならないの

に、予算が少なくあまり利用されていない。こ

の失業者問題を解決しないと雇用不安が終わら

ない。衆議院解散の時期はいつか？ 今は５月

中旬かサミット後を探っている」。

続いて、来賓の大村近税政副会長が「滝実議

員には政治状況を的確に捉えた有益な話をいた

だき感謝する。今後、日本の目指す方向につい

て正しい判断のもとで国会でのご活躍を期待す

る。これからも滝実後援会活動の活性化をお願

いしたい」と挨拶された。

最後に東口哲夫支部連会長の閉会挨拶で終わ

った。 （黒田有紀）

近畿税理士政治連盟
第４３回定期大会

平成２１年９月７日（月）

１３時３０分～

帝国ホテル大阪

会員研修会のご案内
１．日時 平成２１年６月１６日（火）

２．会場 近畿税理士会館３階

第１部 登録政治資金監査人制度～政治資金監査の実務とポイント～

第２部 規制改革の動向と税理士制度～無償独占と強制入会制の行方～

※詳細は同封の案内状をご覧ください。
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竹本直一議員は、南河内郡河南町生まれ。地元の高校から京都大学法学
部を卒業、建設省にて課長、部長を経て国土庁審議官を最後に、平成８年
第４１回衆議院総選挙で大阪１５区に出馬、初当選。以来連続４回当選されて
います。財務副大臣、国土交通委員会委員長、現在は、財務金融委員会筆
頭理事であり、金融機能強化法を直接担当され、また税制改正についても、
今回の未曾有の金融危機と実体経済の悪化に対応するため、中小企業対策
等に積極的に取り組まれており、私たち税理士にとって、心強い存在であ
ります。
議員の政治信条は「夢の実現―それが政治です」であり、多数の著書を
執筆されている、立派な政治家の一人です。

１．後援会の設立
税理士による竹本直一後援会は、平成１０年４月１７日に設立され、それ以降、日頃はもちろんの
こと、選挙時は、税理士関与の顧問先も含め一生懸命応援しています。その分、我々税理士とそ
の顧問先である中小企業のために、大いに働いていだたいております。

２．後援会の活動
後援会の役員会は、懇親会を兼ねて年２～３回行っており、いつも必ず議員にも出席していた
だいております。その折には、膝を交えて意見交換を行い、税制改正に関する要望等をぶつけて
おります。
また「所得税確定申告期における税務相談会場」は、申告納税制度を支え、その発展に税理士
がいかに努力しているか、毎年必ず視察していただき、視察後、意見交換を行っております。

３．組織の拡大強化
我々税理士は、多数の税理士関与の顧問先をもっているので、選挙区にこだわらず、できるだ
け多くの税理士の先生方に、当後援会に入会していただけるよう努力したいと考えています。
また、若い税理士先生方や女性の先生方にも、後援会の趣旨をご理解願い、積極的に入会して
いただき、活性化に努めたいと考えております。
最後に、本年は来るべき時期に備え、竹本議員をしっかり支援してまいります。

衆議院本会議において国土交通委員長として
委員会報告を行う竹本直一代議士

１９４０年 大阪府南河内郡河南町生まれ
１９６４年 京都大学法学部卒業

国家公務員上級職（甲）として
採用

１９７０年 政府派遣留学
建設省にて、総務課長、総務
部長、国土庁審議官など

１９９６年 第４１回衆議院総選挙で初当選
２００４年 自民党国会対策委員会副委員

長
２００５年 財務副大臣
２００７年 衆議院国土交通委員会委員長
現 在 衆議院財務金融委員会筆頭理

事
多数の著書を執筆

松尾八郎会長

ここここにに人人あありり
後援会の窓

竹本直一後援会（衆議院議員・大阪１５区・自由民主党）

竹本直一衆議院議員 略歴

平成２１年（２００９年）５月１０日 近 畿 税 政 連 第 １７１ 号 （13）
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銀銀河河系系

このたび、エコブームに乗りつつ、運動不足の解消、ガソリン代の節約

を目標にして購入した赤色の自転車は、私の愛車となっている。

私は物心がついたころから駅前の地に住み、その便利さゆえ、自動車や

自転車を利用する機会は少なかった。現在も同じ地に住み、仕事をしてい

るが、ここ数年で自動車の便利さを覚えてしまったために、徒歩圏内の近所への移動や、電車を

利用できる阪神間の移動であっても、自動車を利用することがしばしばであった。

そこで心機一転し、近辺へ出かけることが多い確定申告期を前に、自転車を購入した。天気の

良い日、片道３キロ以内の移動時には、自転車を利用するよう努めている。この数カ月間では、

地区相談会での従事、関与先への訪問、買い物の時などに利用している。近辺には坂道も多いた

め、スポーツが苦手である私にとって自転車での移動は、程良い運動となっている。

自転車に乗ることで、街の空気を感じることができることも楽しみの一つとなった。季節の変

化、街並みの変化など、寂しいとき、嬉しいとき、それぞれの発見がある。また、久しぶりに通

った道沿いでは、昔の跡形もない大きな変わり様に驚くこともあった。さらに、自転車に乗るた

めに必要な服、かばん、靴、帽子などを購入するといった楽しみも増えている。

今回のきっかけは自転車であったが、これからも、環境問題など将来を意識して生活し、忙し

さのあまり後回しになりつつある健康管理に心がけて、日々楽しく過ごしいきたいと思う今日こ

の頃である。 （芦屋支部 吉田智代）

近税政本部のうごき
当連盟組織の見直しに関する会議（１月２２日）

（１）本部７委員会の構成について

（２）正副幹事長会の構成について

（３）支部連の構成について

（４）その他

当連盟組織の見直しに関する会議（２月１８日）

（１）幹事会・総務会について

（２）７委員会の活性化と効率化について

（３）支部・支部連・府県連の構成について

（４）近税会との連携について

（５）人事の選任基準について

（６）その他

平成２０年度・第４回広報委員会（４月１４日）

（１）機関紙第１７０号（新年号）の批評

（２）機関紙第１７１号（５月号）の編集に関する件

（３）機関紙第１７２号の編集企画に関する件

（４）その他

いつ選挙が実施されてもおかしくない時の広

報誌の発行には、選挙法に触れないようにと委

員一同、神経を一層とがらせ編集する。広報委

員になって、税法だけでなく幅広い法律知識を

必要とすることを実感する。

登録政治資金監査人の研修も各地で開催さ

れ、いよいよ実践での活躍が期待されている。

近税政のＨＰでも多くの情報を提供している。

ぜひ広報から発信している情報を、会員のみな

さんが大きなアンテナで受け止めて、社会に貢

献する税理士の役割を果たしていただければ、

私たちの大きな努力が報われる。（田中圭子）

日税政・近税政では、平成２２年度税制改正における重点要望項目の選定を行っています。

本部では会員各位のご意見・ご要望を受付けています。下記あてご連絡お願いいたします。

近畿税理士政治連盟事務局

ＴＥＬ：０６―６９４４―９０４０ ＦＡＸ：０６―６９４４―９０５０ メール：info@kinzeisei.jp

自転車とライフスタイル
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